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険礁嶼
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吉貝嶼
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姑婆嶼

険礁嶼は澎湖最大の砂州で、面積はそれ
ほど大きくなく、海水の深さも異なって 
いて、色彩豊かな海域を形成しています。
面積が小ぶりな島は、四方を見回すだけで
島全体を見ることができ、まるでプライベ
ート・アイランドにやって来たような気が
します。ここはドラマ《原味の夏天》のロ
ケ現場でもあり、ドラマ効果により、険礁
の人気をさらに過熱させました。

澎澎ビーチは島の西南に位置する沿岸砂州
で、現在は無人島となっており、主にパッ
ケージツアーを営むボート業者が観光客を
乗せて海水浴に連れて行きます。秋はサー
フィンに最適な時期となるため、世界各地
からサーファーたちが集い、ヨットに乗っ
て島中を回るので、非常に賑やかです。

吉貝嶼は滴型の沙嘴を持ち、日差しの照り
つけるシェルビーチは、暖色に輝き、青い
空と海とともに、澎湖リゾートのイメー
ジキャラクターとなっています。吉貝はま
たマリンスポーツの聖地でもあり、夏にな
ると青い海域上に各地からやって来た観光 
客が、情熱と活力を放ち、海と共に舞い踊
る姿が見られます。

★ご注意：
1. 鳥嶼̶澎澎ビーチでの潮間帯イベントは、
必ず引潮時を待つ必要があります。時間性
があるため、地形に詳しい者の案内を受 
けて、危険の発生を防いで下さい。

2.現在、澎澎ビーチは2つのエリアに分けられ
ており、鳥嶼に近い東砂州は既に野鳥保育
エリアとして柵が設けられ、進入が禁止さ
れています。

鉄砧嶼の海抜は比較的低く、島の地形も平
らで緩やかであるため、まるで海面を覆う
一枚の金敷のように見えます。島の北側
には大きな海蝕洞があり、優れた操縦技
術を持つ船乗りたちはボートを中まで乗り 
入れ、観光客に鉄砧嶼名物の「一線天」 
を見させてくれます。

大倉島は澎湖内海に位置し、中屯島と東西が相対しており、他の人気観光島に 

比べ、大倉嶼は静かです。内海の波風は比較的緩やかであることから、澎湖には 

「平湖」という古称がありました。大倉から四方を見渡すと、海を隔てて中屯風
車群や馬公市街区、海上大橋、西嶼が見えます。大倉を往復する交通船埠頭は馬
公市重光里（後窟潭）にあり、毎日定期船があって、航程も15分しかかからない 

ので、冬の観光コースにも最適です。周囲の潮間帯はとても広く、浅坪採集漁業が
盛んで、引き潮時には潮間帯で漁村の風情を感じることも出来ます。

目斗嶼は澎湖の最北端に位置し、周りを
囲む清浄な水域はシュノーケリングに最適 
です。島で最も著しいランドマークと言 
えば、白と黒のストライプの目斗嶼灯 
台で、日本統治時代に澎湖で最初に建造
された灯台です。灯台は島の上に直立し、 
空と青い海に映え、航海する船たちにとっ
ては海の道しるべであり、旅行時の有名な
観光スポットでもあります。

員貝嶼
員貝嶼の東北側には「ギャザースカート」 
のように幾重にも折り重なった大菓葉柱
状玄武岩があります。島の西北端にも奇岩
景観があり、外見が筆と硯に似ていること 
から、現地では「石筆」、「石硯」と呼ばれ
ています。員貝嶼は対外交通として船があ
るほか、引き潮になると、員貝嶼と澎湖本
島の沙港の間に、一本の海上歩道が現れ 
ます。歩いてみたい方は特に注意が必要
で、必ず案内役を付けてから行くようにして
ください。

澎湖人はよく「鳥嶼に鳥はいない、花嶼に
は花がない」と言る、実際はそうではあり
ません。現地のバードウォッチャーの観察
によれば、島には多くの渡り鳥や迷鳥が訪
れ、特に春から夏には、アジサシ等の夏鳥
があたりで飛び交っているそうです。

姑婆嶼の岩礁は有名な野生海苔の産地で、
毎年冬になると、赤崁村は村の全世帯の男
性の数に従い、全世帯分の「海苔採取許 
可証」を発給します。村民はその許可証を
もって乗船して姑婆嶼に向かい、規定の時
間に声が掛けられると、一斉に海苔の採集
を始めます。

馬公本島から東海までの交通：
員貝と鳥嶼に行きたいお客様は、北海赤崁と岐頭
ビジターセンターにてご乗船ください。
澎澎ビーチは無人島であるため，
定期船は無く、主に夏に営業される東海ボート業者が
観光客を搭乗させており、航程は約15分です。

風に乗って巡航し、

眩しい太陽の烙印を受けながら、

島から島へとホッピングし、

足を休ませた島で、

もう一つの国に驚く。

夏の北海は、毎年多くの人々を太陽の光と、情熱溢れる波に誘います

ヨット活動 / 強い東北季節風が、サーファーたちの勇敢に前に進む心を湧き立たせる。

鉄砧嶼

鶏善嶼は大鶏善、小鶏善から構成されて
います。鶏善嶼は雄大な柱状玄武岩で有 
名で、島の周囲は積み木のような玄武岩に
よって積み上げられたように見え、非常に
壮麗です。現在は玄武岩自然保留区に指定
されており、夏にはアジサシ繁殖の重要な
場所となります。

玄武岩が風化と海蝕による影響を経て、 
錠鉤嶼の外観はまるでたくさんの山々が
連なっているような、奇岩風景となりま 
した。夏になると島で最も多い住民はマミ
ジロアジサシ等アジサシ科の鳥類となり、
島への上陸が禁止されているため、鳥類は
自由に繁殖することができるのです。

豊富な玄武岩景観のほかにも、白沙嶼には
海水侵蝕を受けて形成された甌穴や、豆腐
状の砂礫岩もあります。島の東海岸には湾
曲状など特殊な玄武岩の構造があり、島全
体の地質と地形は、豊富で多様な姿を表現
しており、既に玄武岩自然保留区に指定さ
れています。

白沙嶼

鶏善嶼

錠鉤嶼

大倉嶼 - 大倉内海レジャーエリア

馬公本島から北海までの交通：
北海ビジターセンターから出発し、
公営交通船または民営
ボートに乗って向かうことができ、 
航程は約15分です。

澎湖逍遥遊

   澎湖国家風景区管理処提供

広告
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地質や地形景観がお好きな方は、七美の重
なり合う奇岩や海蝕風景に驚かれることで
しょう。大多数の観光客は双心石滬のた
めにこの島を訪れており、七美には「愛
情島」という美名も持っています。七美人
塚、龍埕、大獅、小台湾、望夫石等も有名
な観光スポットです。これら珍しい地質
は、教師にとっては「地球科学」の校外教
育の生きた教材となります。

西吉嶼は南方四島の中で海抜が最も平坦な
島です。東北岸には数百メートルも続く柱
状玄武岩海崖があり、節理がくっきりして
いて、青い海に輝かしく映えます。西吉嶼
の村内は、村の移転から30数年も経って
いることから、島内にはつる草が蔓延り、
人文の知恵に溢れた菜宅（畑の防風壁）が
しっかりとこの孤島を守り続けている姿が
時折目に飛び込んできます。島の北側にあ
る灶籠は最近観光客に大人気のブルーホー
ルです。

★ 望安島の船便：
• 月曜から金曜まで、定期船が将軍嶼に向かいます。
• 毎週東吉、東嶼坪、西嶼坪に向かう船がそれぞれ一便ずつあります。花嶼に向
かう不定期便もあります。

 
★ アイランド · ホッピングのご注意：
• 観光船に搭乗して遊覧する際、「上陸」するのか「巡航」するのかにご注意くださ
い。巡航とは島に上陸せず、船が周辺に停留するのみの場合を指します。上陸する
場合は、停留時間に注意し、乗船時間は厳守してください。

• 現在離島で宿泊場所を提供している島：七美、望安、将軍、吉貝、鳥嶼、大倉等。
• 潮間帯活動を行う場合は、生態保全に気を付け、生物を捕まえたり、むやみに傷つ
けたりせず、潮汐等自身の安全に注意してください。

• 澎湖の夏場の日差しは非常に強いため、日焼け止め対策や水域の安全に注意してく
ださい。船酔いする方は酔い止め薬をご持参ください。地形の観賞やバードウォ
ッチングをする場合は双眼鏡をご持参ください。但し船上では揺れて観賞しにくい 
ため、倍率はあまり大き過ぎない方が良いでしょう。乗船またはマリンスポーツを
行う際には、必ず救命胴衣を着用してください。

北海日帰りツアー：
赤崁より出発→【吉貝嶼】（島上陸、島内観光、昼食）→【険礁嶼】（島上陸、マリ
ンスポーツ）→赤崁に戻る。

南方四島日帰りツアー：
Aコース：馬公より出発─【東吉嶼】（島上陸）─【西吉嶼】（船で海蝕洞「灶籠（ブ

ルーホール）」の観賞、上陸無し）─【七美】（島上陸、昼食、シュノーケ
リング）─【東嶼坪】（巡航）─【西嶼坪】（巡航）─【頭巾嶼】（巡航）

Bコース：馬公より出発─【七美】（島上陸、島内観光）─【西吉嶼】（船で海蝕洞
「灶籠（ブルーホール）」の観賞、上陸無し）─【東嶼坪】（島上陸、食
事、シュノーケリングも可）─馬公に戻る

＊実際の航程は潮汐によって異なります。より美しく観賞できるように、大多数の業
者は西吉「灶籠（ブルーホール）」の日程を正午に組みます。

南方四島２日間の旅：
１日目：馬公より出発─【七美】（島上陸、島内観光）─【西吉嶼】（船で海蝕洞「灶

籠（ブルーホール）」の観賞、上陸無し）─【東嶼坪】（島上陸、食事、シュ
ノーケリング、宿泊）

２日目：東嶼坪より出発─【西嶼坪】（島上陸、徒歩で観光）─【東吉嶼】（島上陸、
徒歩で観光）─馬公に戻る

＊南方四島は近年人気のスポットだが、宿泊施設や船便に限りがあるので、早目のご
予約をお薦めいたします。

南海 + 南方四島３日間の旅：
１日目：馬公より出発─【虎井島】（島上陸）─【桶盤嶼】（島上陸）─【望安】 

（島上陸、食事、島内観光、宿泊）
２日目：望安─【東嶼坪】（島上陸）─【西嶼坪】（島上陸または巡航）─【七美】

（島上陸、食事、島内観光、宿泊）
３日目：七美 ─【東吉嶼】（島上陸）─【西吉嶼】（船に乗って「灶籠（ブルーホー

ル）の観賞、上陸無し）─馬公に戻る

桶盤嶼で最も有名なのは柱状玄武岩です。
形成された原因は溶岩噴出後に海水によっ
て急速冷却され、六角形の玄武岩節理とな
りました。桶盤嶼の海浜には歩道が整備さ
れており、観光客は海岸沿いの景色を眺め
ることができます。

虎井嶼は澎湖本島と桶盤嶼から遠くなく、
遠くから見ても桶盤嶼と虎井嶼を区別する
ことは難しくありません。小さくて丸く、
形が「桶」に似ているのが前者で、後者は
両端の地形が高く、中央は海抜の低い平野
地形で、住宅が集中している場所でもあり
ます。近年は虎井嶼に北回帰線が跨ってい
ることを記念して、新スポットが設立さ
れ、一方に「我在澎湖（澎湖にいます）」
と刻まれたものと、もう一方には「幸福緊
依偎（寄り添う幸せ）」と刻まれたランド
マークが、多くの観光客の撮影スポットと
なっています。

西嶼坪の定住人口は1ケタしかおらず、 
望安郷公所（町役場）の所轄です。西嶼坪
の周辺海域はシュノーケリングに最適で、
サンゴ礁のカバー率も高いため、毎年シュ
ノーケリングをこよなく愛する観光客たち
が海底の美しい姿を観賞しに来ます。

東吉嶼は台南から近く、住民の大多数が
台湾南部に移り住み、現在長期的に定住し
ている人口は2ケタ程しかいません。東吉
灯台は東吉のランドマークで、山頂に登 
ると、島の平野地形や東吉港海湾、透き通
った海、美しいビーチ、その中に点在する
住宅が俯瞰でき、東吉の純朴な自然は、 
生涯忘れがたいものとなります。

将軍澳嶼と望安は向かい合っており、遠く
を眺めると、島内には帆柱や立派な家屋が
立ち並んでいるのが見えることから、「小
香港」との美称もあり、豊富な地理環境に
よって、将軍澳嶼は珊瑚や霰石を産出する
ことでも有名です。特筆すべきは「将軍漁
港」で、現地は船長を輩出することで有名
であり、その懐かしい素朴さによって第
一回魅力的な漁港ベスト10にも選出され
ました。

望安島は平坦な草原を持つ島で、天台山
付近にのみ望安島全景が俯瞰できる坂があ
り、開放的な自然環境で、春と夏には牛た
ちが青々とした草原のうえをゆったり歩い
ている様子もたまに見られ、非常に心地良
いです。望安の生態、文化史跡も非常に豊
富で、アオウミガメ保育センターや花宅古
民家群も現地の重要な宝です。

鴛鴦窟付近は日本軍の震洋艇基地跡です。
震洋特攻隊は日本軍が第二次世界大戦末期
に考案した自殺的突撃でした。1944年に
日本軍はかつて望安及び将軍両島の村民を
動員させて、この場所で多くの震洋艇収蔵
坑道を掘らせました。現在はそれらの坑道
も既に崩れて、遺跡となっています。

★写真撮影が好きな方で距離を近づけたい
場合は、引き潮時に潮間帯まで行き、潮だ
まりを利用して逆さ柱状玄武岩群を撮影す
れば、山も水も空もあって、柱状玄武岩が
上下二層になっているかのような美景が撮
れます。

東嶼坪には東嶼坪安検所、衛生室、派出
所、南方四島国家公園等公的部門があり、
島内では公務員の数の方が住民よりも多い
のです。高い場所から見下ろした東嶼坪の
段々畑と港湾は、現地のお薦め撮影スポッ
トで、高い場所からだと隣島の西嶼坪も見
えます。

馬公本島から南海までの交通：
南海ビジターセンター埠頭にて
定期船に乗ることができ（30分前ま
でに受付すること）、旅行代理店
やボート会社より直接チケット
を購入することが可能です。

澎湖南方四島の対外交通：
現在は海運が主で、東吉嶼、東嶼坪
には漁港が、西嶼坪には簡易突堤式埠頭
が設置されており、西吉嶼には埠頭があ
りません。

★ 直航：台南、高雄等から貸し切り船で向かうことができ、東吉まで片道
約3時間です。

★ 乗り換え：馬公からボート、交通船に乗って望安島に行き、望安島から
貸し切り船または不定期交通船に乗り換えて南方四島に行きます。片道
所要時間は合計で約2時間です。

澎湖南方四島国家公園

双心石滬 / 古人の知恵、伴侶の寄り添い

南方四島の周辺海域は、シュノーケリングを楽しむお客様にとって理想の 
美しい世界です。

澎湖県政府 
公共車船管理処

澎湖各島との連絡交通

情熱的にアイランド · ホッピング！パッケージツアーコース

北海、東海、南海の各離島行きは、それぞれ白沙郷赤崁村にある北海ビジターセンター、
岐頭村の岐頭ビジターセンター、馬公市第三漁港の南海ビジターセンターで切符を購入。

北海海運
赤崁埠頭←→吉貝埠頭
後寮埠頭←→吉貝埠頭

東海海運
岐頭埠頭←→員貝埠頭
岐頭埠頭←→鳥嶼埠頭

南海海運
馬公←→望安←→七美
馬公←→将軍澳←→望安
馬公←→花嶼
馬公←→虎井
馬公←→桶盤

乗船場所
1. 馬公第三漁港埠頭（南海ボート埠頭）
2. 赤崁ボート埠頭
3. 後寮ビジターセンター
4. 岐頭ビジターセンター

＊以上の資料は参考用であり、現地の掲示の確認が必要ですので、 
出発前に再度便名と時間をお確かめください。

北海

南海

東海

南方四島

南海日帰りツアー：
Aコース
馬公より出発─【望安】─【虎井嶼】─【桶盤嶼】─馬公に戻る
Bコース
馬公より出発─【虎井嶼】─【桶盤嶼】（巡航または島上陸）─【七美】─馬公に戻る
Cコース
馬公より出発─【七美】（島上陸、食事、島内観光）─【望安】（島上陸、島内 
観光）─ 馬公に戻る
Dコース
馬公より出発─望安より船で将軍嶼ま─【望安】（島上陸、島内観光）─馬公

南海２日間の旅：
Aコース
１日目：馬公より出発 ─【七美】（島上陸、食事、島内観光、宿泊）
２日目：七美より出発 ─【望安】（島上陸、食事、島内観光）─ 馬公に戻る

Bコース
１日目：馬公より出発 ─望安より船で【将軍嶼】へ（島上陸、島内観光）─【望安】  
            （島上陸、島内観光、宿泊）
２日目：望安─【七美】（島上陸、食事、島内観光）─馬公に戻る

Cコース
１日目：馬公より出発─【望安】（島上陸、食事、島内観光）─【将軍嶼】
            （島上陸、宿泊）
２日目：将軍嶼─望安─【七美】（島上陸、食事、島内観光）─馬公に戻る

灶籠（ブルーホール）

2014年に国家公園に指定されたことがきっかけで、一躍大人気となった南方四島–東吉
嶼、西吉嶼、東嶼坪、西嶼坪は、澎湖の東南海域に静かに横たわっています。南方四島は
長らく対外交通が不便で、以前は「三級離島」に括られており、更に村の移転や人口の流
出により、島内の住民は非常に少なく、公務員の数の方が人口数を上回っています。

★島内は現在、生態保全を主要目標に掲げており、衛生施設の一部は建設中です。
   観光に来たい方は必ず水をご持参ください。離島では水資源が非常に貴重です。

★ミニ知識：澎湖に多数ある離島は三つの階級に分けられます。

一級離島：馬公、湖西、白沙、西嶼、小門。
二級離島：虎井、桶盤、吉貝、鳥嶼、員貝、望安、七美。
三級離島：東吉嶼、花嶼、東嶼坪、西嶼坪、西吉等離島地域。

「三級離島」とは、馬公本島（一級離島）に着いた後、
乗り換え船で望安島（二級離島）または将軍嶼まで行き、更に船を雇わなければ到達
できない離島のことを指します。

★南方四島は海洋国家公園管理処の所轄であるため、観光の際には必ず国家公園法の関
連規定を遵守してください。

北海２日間の旅：
Aコース
１日目：赤崁または岐頭より出発─【吉貝嶼】（島上陸、マリンスポーツ、島内

観光、食事、宿泊）
２日目：吉貝より出発─【姑婆嶼】（島上陸）─【険礁嶼】（島上陸、マリンス

ポーツ）─ 赤崁または岐頭に戻る

Bコース
１日目：赤崁より出発─【吉貝嶼】または【鳥嶼】（島に上陸して旅行、宿泊）
２日目：【吉貝嶼】または【鳥嶼】より出発 ─ 赤崁に戻る

     澎湖国家風景区管理処提供

東海日帰りツアー：
Aコース：岐頭より出発─【員貝嶼】（巡航、玄武岩景観の観賞）─【鶏善嶼】、 

【錠鉤嶼】、【白沙嶼】（巡航、バードウォッチング、地質景観の観
賞）─【鳥嶼】（島上陸、食事）─潮間帯巡り

Bコース：赤崁より出発─【鶏善嶼】、【錠鉤嶼】、【員貝嶼】、【白沙嶼】 
（巡航、バードウォッチング、玄武岩景観の観賞）─帰港（漁村体験）

Cコース：岐頭より出発─【員貝嶼】（島に上陸して石筆、石硯を見る）─岐頭

＊実際の航程は潮汐によって異なります。釣り、シュノーケリング、漁村体験等イベ
ントを提供する業者もあります。

澎湖内海日帰りツアー：
馬公重光里より出発─大倉（島上陸、漁民の生活を体験、宿泊も可）─馬公に戻る

★観光の際のご注意：船酔いしやすい
方は、交通船に乗ることをお薦めし 
ます。航程時間はボートよりも長いです
が、刺激的過ぎません。交通船は望安を経
て七美に到着します。限られた停留時間が
経過すると、復路に出航します。


